
表紙に掲載する写真を募集します
「にしお市議会だより」は市民の皆さまにより身近に感じていた
だくため、表紙に掲載する写真を募集します。テーマは「あなたが
好きな西尾のこんなところ」です。撮影された方のお名前・作品
タイトルなどを裏表紙で紹介させていただきます。応募にかかる
詳細は、議会事務局（℡65-2182）にお問い合わせください。次
号は、あなたの写真が表紙を飾るかもしれません。ぜひご応募く
ださい。

議場見学をしませんか？

議 会 を 見 る
放送チャンネル
ケーブルテレビ「キャッチネットワーク」
地上デジタル　112ch

インターネットで議会を見てみよう
西尾市ホームページまたは
右記コードからアクセスで
きます。

議 会 を 聴 く

　町内会などの行事、ご家族、ご友人同士
でお誘いあわせの上、お気軽にお越しくだ
さい。詳しくは、議会事務局へお問い合わ
せください。

会議は通常 10時開会です。
※予定は変更になる場合があります。

議会運営
委 員 会

本 会 議本 会 議 本 会 議

本 会 議

振替休日

厚生環境
委 員 会
・分科会

文教交流
委 員 会
・分科会

経済建設
委 員 会
・分科会

本 会 議春分の日議会運営
委 員 会

予算決算
委 員 会

本 会 議

本 会 議
（予備日）

予算決算
委 員 会

企画総務
委 員 会
・分科会

日 時
2月27日（木） 9時（2月21日施政方針演説）

2月28日（金）10時（2月25日代表質問）

 3月  3日（月）10時（2月26日一般質問）

 3月  6日（木）10時（2月27日一般質問）

 3月10日（月）10時（2月21日施政方針演説（6市分））

 3月25日（火）10時（2月28日予備日分）

日 月 火 水 木 金 土
2/16 18　　　19　　　20　　　2117

17　　　18　　　19　　　20　　　21

22

23 25 26　　　27         28 3/1

2

10　　　11　　　12　　　13　　　14

3 4 5 6 7 8

9 15

16 22

24

　西尾市議会は、『開かれた議会』を目指し、議会を公開していま
す。傍聴をご希望の方は、議会開催日に議会事務局（６階）までお
越しください。
・議場での傍聴………本会議
・委員会室での傍聴…常任委員会、議会運営委員会、
　　　　　　　　　　 全員協議会、部会

※放送日時は変更になる場合があります。

天 　 皇
誕 生 日

次回３月定例会の予定市議会だより
にしお

～あなたの気づきが明日のN I S H IOをつくる～

〔編集・発行〕
西尾市議会
〒445-8501
愛知県西尾市寄住町下田22
TEL：0563-65-2182（直通）
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2 0 2 52

にしお市議会だよりは
西尾市議会のホームページ
でも見ることができます。

CONTENTS
審議結果…………………14
編集室……………………15
お知らせ…………………16

12月定例会を11月29日から12月20日まで22日間の会
期で開催しました。
12月２日・３日・４日には、14人の議員が市政について一般
質問をしました。
ここでは、内容を要約して掲載しています。

タイトル：普元寺リフレクション
応 募 者：稲垣貴司様（上矢田町）
写真の説明：本堂内のグランドピアノの

上面で天井絵の反射撮影を　　　　 
しました。
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Q A&一般質問

公
明
党
西
尾
市
議
団

大
塚 

久
美
子 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

そ
の
他
の
質
問

・
窓
口
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
導
入
を

Q 

ゼ
ロ
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
推
進
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
か
。

A 

Ｆ
Ａ
Ｘ
機
能
付
コ
ピ
ー
機
に
は
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
送
受
信
時
に
紙
で
出
力
せ
ず
に

デ
ー
タ
に
変
換
し
て
受
け
取
れ
る
機
能
や

送
信
時
に
パ
ソ
コ
ン
か
ら
直
接
デ
ー
タ
の

ま
ま
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
を
全
庁
的
に
周
知

し
、
ゼ
ロ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
向
け
て
可
能
な
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q 

令
和
３
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
率
は
10
．
３
％
で
、
２
年
後
の

削
減
目
標
30
．
６
％
に
対
し
て
大
き
く
乖

離
し
て
い
る
が
、
要
因
と
対
策
は
ど
の
よ

う
か
。

A 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
約
６
割
を
占

め
る
産
業
部
門
で
の
Ｃ
Ｎ
へ
の
取
組
の
遅

れ
が
主
な
要
因
と
考
え
る
。対
策
と
し
て
、

令
和
７
年
度
に
改
定
予
定
の
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、

産
業
部
門
の
事
業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
実
効
性
の
高
い
取

組
や
支
援
内
容
を
計
画
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
は
、

県
内
で
は
80
％
を
超
え
て
お
り
、
西
三
河

で
も
多
く
の
自
治
体
が
実
施
済
み
、
実
施

予
定
で
あ
る
。
現
在
の
国
、
県
、
近
隣

市
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
た
場
合
を
踏
ま

え
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
か
。

A 

自
治
体
に
よ
っ
て
財
政
状
況
は
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
り
、
本
市
の
厳
し
い
状
況
か
ら

す
れ
ば
、
現
時
点
で
直
ち
に
実
施
す
る
こ

と
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
と

と
も
に
、
引
き

続
き
財
政
状
況

を
踏
ま
え
な
が

ら
、
市
全
体
の

中
で
総
合
的
に

判
断
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

安
全・安
心・快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

Q 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
（
地
域

で
生
活
す
る
人
々
が
、
悩
み
や
困
難
を
抱

え
て
い
て
も
、
切
れ
目
な
く
支
援
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
）
の
構
築
に
お
い
て
、
社

会
福
祉
協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

う
べ
き
か
。

A 

残
念
な
が
ら
現
状
の
活
動
は
、
多
様

な
地
域
ニ
ー
ズ
に
も
っ
と
対
応
で
き
る
伸

び
し
ろ
が
あ
る
と
感
じ
る
。
事
業
の
構
築

に
お
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
と
、
ど
の
よ

う
に
連
携
で
き
る
か
検
討
し
、
必
要
に
応

じ
て
協
議
し
た
い
。

Q 

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
向
け
、
給
水
ス

ポ
ッ
ト
の
設
置
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
を

進
め
な
い
か
。

A 

給
水
ス
ポ
ッ
ト
設
置
は
計
画
し
て
い

な
い
が
、
マ
イ
ボ
ト
ル
は
検
討
し
た
い
。

Q 

一
色
・
吉
良
・
幡
豆
地
区
の
不
燃
ご

み
の
排
出
方
法
の
決
定
の
周
知
は
ど
の
よ

う
か
。

A 

３
月
中
に
方
針
を
決
定
し
、
４
月
開

催
予
定
の
代
表
町
内
会
長
会
議
で
結
果
を

報
告
し
た
い
。
そ
の
後
、文
書
で
通
知
し
、

回
覧
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
分
別
収
集

に
向
け
た
住
民
説
明
会
の
中
で
広
く
周
知

し
て
い
く
。

Q 

市
と
し
て
現
実

的
な
運
行
方
向
を

ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

A 

将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
運

行
方
式
と
し
て
、

「
み
な
し
上
下
分
離

方
式
」
が
最
も
現

実
的
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
を
目
指
す

社
会
福
祉
協
議
会
の
あ
り
方

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
を

詳細は
スマホで
チェック!

無
所
属

犬
飼　
勝
博 

議
員

名
鉄
西
尾・蒲
郡
線

存
続
問
題
の
今
後
は

環
境
を
守
る
た
め

ご
み
減
量
を

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）へ
の
対
応
を
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Q A&一般質問

詳細は
スマホで
チェック!

新
政
令
和

松
井 

晋
一
郎 

議
員

Q 

９
月
に
市
内
５
つ
の
漁
業
協
同
組
合

か
ら
連
名
で
、
水
産
業
振
興
施
策
に
関
す

る
支
援
を
求
め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た

が
、
市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

要
望
書
提
出
の
際
の
説
明
で
は
、
ア

サ
リ
稚
貝
の
激
減
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
不
漁

に
よ
る
価
格
高
騰
、
燃
油
や
飼
料
の
価
格

高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
、
高
齢

化
に
よ
る
組
合
員
の
減
少
及
び
組
合
の
統

廃
合
に
対
す
る
対
策
な
ど
で
あ
っ
た
。
５

組
合
に
よ
る
合
同
の
要
望
書
提
出
で
あ

り
、
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

Q 

漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
費
補
助

金
の
現
行
1
．
00
％
で
５
年
間
の
利
子
助

成
を
、
１
．
５
％
で
５
年
間
に
拡
大
し
た

場
合
の
影
響
と
拡
大
へ
の
考
え
は
ど
の
よ

う
か
。

A 

年
間
約
２
６
０
万
円
の
増
額
と
な
る
。

直
近
の
貸
付
金
利
が
1
．
35
％
で
あ
り
、

拡
大
を
検
討
す
る
。

Q 

拡
大
す
る
時
期
は
い
つ
頃
か
。

A 

令
和
７
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。

Q 

令
和
２
年
12
月
議
会
一
般
質
問
で
市

内
介
護
事
業
所
の
紹
介
や
Ｐ
Ｒ
、
介
護
人

材
募
集
等
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
後
の
取
組
、
進
捗
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

介
護
保
険
や
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
最
新
情
報
や
市
内
全
て
の
介
護

事
業
所
を
紹
介
し
た
情
報
誌
「
ハ
ー
ト

ペ
ー
ジ
」
を
２
月
に
発
行
し
、
市
役
所
や

関
係
機
関
で
無
料
配
布
す
る
。
人
材
募
集

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
介
護
職
員
の
研
修

費
を
介
護
事
業
所
が
負
担
し
た
場
合
、
市

が
半
額
を
助
成
す
る
制
度
を
始
め
た
。

Q 

子
ど
も
の
障
が
い
に
応
じ
て
利
用
で

き
る
施
設
の
紹
介
や
問
合
せ
、
相
談
先
等

を
ま
と
め
た
資
料
を
作
成
し
な
い
か
。

A 

利
用
で
き
る
福

祉
施
設
の
情
報
を
新

た
に
小
冊
子
に
し

て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
と
希
望
者

に
配
布
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い

る
。

Q 

文
化
会
館
で
国
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の「
鳥
羽
の
火
祭
り
」や「
三
河
万
歳
」、

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
寺
部
祇
園

祭
り
の
打
ち
込
み
太
鼓
」や
貝
吹
町
の「
鍵

万
灯
」
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
文

化
財
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
て
は
ど

う
か
。

A 

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
影
響
に

よ
り
、
全
国
的
に
も
伝
統
文
化
・
芸
能
の

担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
本
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
無
形
民
俗
文
化
財
を
は
じ
め
様
々

な
文
化
資
源
に
触
れ
、
学
ぶ
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
は
、
文
化
財
の
裾
野
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
保
存
・
継
承
に
つ
な
が
る
取

組
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
の
指
定
管
理

者
の
提
案
内
容
に
お
い
て
も
、
様
々
な
自

主
事
業
を
計
画
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
提
案
し
て
い
く
。

Q 

次
代
を
担
う
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
活
躍

を
紹
介
す
る
た
め
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

出
演
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
な
い
か
。

A 

文
化
芸
術
へ
の
興
味
・
関
心
を
育
て
、

文
化
芸
術
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
取
組
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
、
自
ら
の
創

作
活
動
を
発
表
す
る
場
は
、
参
加
者
同
士

が
互
い
に
学
び
合
い
、
新
た
な
創
造
が
生

ま
れ
る
な
ど
成
長
や
挑
戦
の
機
会
と
な
る
。

ま
た
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
、

文
化
の
芽
生
え
や
地
域
活
性
化
、
世
代
間

交
流
の
促
進
と
い
っ
た
点
で
も
大
変
有
益

な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
、
指
定

管
理
者
が
行
う
事
業
の
中
で
開
催
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。 詳細は

スマホで
チェック!

漁
業・水
産
業
振
興
策
の

さ
ら
な
る
支
援
を

市
民
が
期
待
す
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
の
新
た
な
文
化
会
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て

福
祉
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に

そ
の
他
の
質
問

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
強
化
に
つ
い
て

詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

小
林　
孝
幸 

議
員

（鳥羽の火祭り）
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詳細は
スマホで
チェック!

資
質
向
上
を
め
ざ
す
無
所
属
の
会

佐
々
木 

映
美 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

西
尾
み
ら
い

藤
井　
基
夫 

議
員

Q A&一般質問

Q 

産
廃
問
題
に
お
い
て
、近
年
の
状
況
は
。

A 

三
重
県
の
産
廃
業
者
で
あ
る
ケ
ー
・

イ
ー
・
シ
ー
は
、
令
和
４
年
に
建
設
残
土

に
よ
る
整
地
を
行
っ
た
後
、
太
陽
光
発
電

施
設
設
置
の
変
更
を
検
討
す
る
方
針
を
示

し
た
。
市
民
の
安
心･

安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
ま
ず
は
産
廃
処
分
場
建
設
計
画
の

「
白
紙
撤
回
」
を
求
め
て
い
る
が
、
業
者

か
ら
の
回
答
は
な
い
。

Q 

産
廃
処
分
場
跡
地
周
辺
の
環
境
調
査

の
調
査
結
果
は
。

A 

有
識
者
や
地
場
産
業
代
表
者
、
地
域

住
民
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
西
尾
市
産

廃
処
分
場
跡
地
周
辺
環
境
調
査
検
証
会

議
」
を
開
催
し
て
い
る
。
直
近
で
は
令
和

６
年
５
月
29
日
に
開
催
し
「
生
活
環
境
保

全
上
の
影
響
は
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い

る
」
と
答
申
を
受
け
た
。

Q 
産
廃
問
題
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
は
。

A 
行
政
と
市
民
団
体
な
ど
が
一
丸
と
な

り
、
産
廃
処
分
場
建
設
計
画
の
白
紙
撤
回

を
求
め
て
い
く
。

Q 

市
内
全
体
で
ど
の
く
ら
い
の
発
電
施

設
が
あ
る
か
。

A 

市
内
全
て
の
施
設
は
把
握
し
て
な
い

が
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
公
表
し
て
い

る
導
入
状
況
に
よ
る
と
、
令
和
６
年
３
月

現
在
で
１
万
５
９
９
施
設
で
あ
る
。

Q 

太
陽
光
発
電
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A 

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
、
未
利
用
地
の
有
効
活
用
、
固
定

資
産
税
の
増
加
な
ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
景
観
の
悪
化
、
農
地
や
山
林
の
減
少
、

生
物
の
生
息
地
の
減
少･

消
失
と
い
っ
た

自
然
環
境
へ
の
影
響
な
ど
。
そ
の
ほ
か
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
が
破
損
し
た
場
合
、
パ
ネ

ル
に
含
ま
れ
る
鉛
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
セ
レ

ン
な
ど
の
有
害
物
質

が
漏
れ
出
し
、
水
質

や
土
壌
汚
染
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
あ

る
。
ま
た
、
廃
棄
パ

ネ
ル
の
放
置
や
不
法

投
棄
も
懸
念
さ
れ
る
。

一
色
町
生
田
地
区
の
産
廃
処

分
場
建
設
問
題
は

Q 

白
ば
ら
園
の
保
育
士
を
は
じ
め
と
す

る
職
員
は
、
園
児
と
ど
の
よ
う
に
接
し
て

い
る
か
。

A 

保
育
士
は
、
自
立
の
た
め
の
支
援
と

生
活
充
実
の
た
め
、
適
切
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
は

発
達
を
促
す
支
援
を
、
作
業
療
法
士
は
楽

し
み
な
が
ら
手
先
の
発
達
や
運
動
を
身
に

つ
け
る
遊
び
や
訓
練
を
、
言
語
聴
覚
士
は

言
葉
の
発
達
を
促
す
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

Q 

各
小
・
中
学
校
を
訪
問
す
る
作
業
療

法
士
の
雇
用
を
検
討
し
な
い
か
。

A 

人
材
や
財
源
の
確
保
、
医
療
関
係
団

体
と
の
連
携
が
課
題
で
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
と
っ
て
何
が
重
要
で
あ
る
か

を
十
分
に
見
極
め
た
上
、
必
要
な
も
の
か

ら
順
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q 

市
民
病
院
に
は
精
神
科
が
あ
る
が
、

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
の
た

め
に
外
来
枠
を
設
け
な
い
か
。

A 

現
在
、
常
勤
医
が
２
人
退
職
し
た
影

響
や
近
隣
病
院
か
ら
の
受
入
れ
も
あ
り
予

約
患
者
で
一
杯
で
、
外
来
枠
を
設
け
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
医
師
が
増
員

さ
れ
、
体
制
が
充
実
し
た
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q 

年
に
１
回
、
固
定
資
産
税
通
知
書
に

未
登
記
建
物
を
登
記
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
伝

え
る
チ
ラ
シ
を
同
封
し
な
い
か
。

A 

印
刷
費
や
人
件
費
、
郵
便
代
な
ど
の

費
用
が
か
か
る
の
で
、
税
務
課
家
屋
担
当

が
家
屋
調
査
を
行
う
際
に
、
登
記
に
関
わ

る
必
要
な
情
報
も
伝
え
る
こ
と
を
検
討
す

る
。

子
ど
も
た
ち
の
発
達
に
寄
り

添
え
る
ま
ち
へ

未
登
記
建
物
を
減
ら
す
た
め

に

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
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Q A&一般質問

Q 

ミ
ロ
ク
開
発
産
廃
場
の
水
処
理
が
停

止
し
て
い
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

A 

電
気
代
等
の
高
騰
を
受
け
、
運
転
方

法
の
変
更
を
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
、

７
月
頃
か
ら
停
止
し
て
い
る
。
運
転
再
開

の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
当
面
は
原

水
槽
が
あ
ふ
れ
出
す
こ
と
は
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

Q 

ミ
ロ
ク
開
発
に
隣
接
す
る
場
所
で
「
建

設
残
土
処
分
場
」
の
計
画
が
あ
る
の
か
。

仮
に
許
可
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
現
場

管
理
を
し
て
い
く
の
か
。

A 

南
側
の
土
地
に
お
い
て
相
談
は
あ
っ
た

が
、
申
請
は
出
て
い
な
い
。
廃
棄
物
混
入

の
確
認
、
車
両
の
チ
ェ
ッ
ク
、
頻
繁
な
現

場
立
入
り
調
査
が
必
要
と
な
る
。

Q 

吉
良
町
駮
馬
地
区
の
山
林
に
、
無
届

け
で
土
砂
が
運
び
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
経
緯
と
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

令
和
５
年
末
、
外
部
か
ら
の
土
砂
搬

入
を
確
認
し
た
。
土
砂
条
例
に
基
づ
く
申

請
も
な
く
、
無
許
可
で
事
業
を
拡
大
し
て

お
り
、
指
導
し
て
き
た
が
改
善
さ
れ
な
い

た
め
措
置
命
令
を
発
出
し
、
引
き
続
き
指

導
し
て
い
る
。

Q 

令
和
５
年
に
、
同
地
区
で
は
す
で
に

伐
採
さ
れ
て
い
た
。
無
届
け
の
伐
採
で
あ

り
、
森
林
法
で
厳
し
く
対
応
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

A 

状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
県
と
相
談

し
な
が
ら
適
正
な
対
処
を
し
て
い
き
た
い
。

Q 
い
ざ
と
い
う
時
に
、
頼
れ
る
人
が
い

な
い
高
齢
者
の
身
元
保
証
や
葬
儀
·
納

骨
な
ど
死
後
の
支
援
の
た
め
、
厚
労
省
は

モ
デ
ル
事
業
を
始
め
た
。
社
会
福
祉
協
議

会
や
自
治
体
で
実
施
し
な
い
か
。

A 

岡
崎
市
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
。
名
古
屋
市
で
は
、
一
般
の
方

の
利
用
申
込
み
が
多
過
ぎ
て
中
止
し
、
低

所
得
者
の
方
を
対
象
に
し
て
い
る
。
本
市

も
、
先
進
地
の
情
報
収
集
を
し
、
重
層
的

支
援
体
制
を

整
備
す
る
中

で
調
査
研
究

し
て
い
き
た

い
。

Q 

市
民
病
院
が
現
在
抱
え
て
い
る
経
営

上
の
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

令
和
５
年
度
決
算
で
約
７
億
円
の
純

損
失
を
計
上
し
、
25
年
連
続
の
赤
字
と

な
っ
た
。
医
業
収
益
改
善
の
た
め
、
不
足

診
療
科
の
常
勤
医
師
確
保
に
注
力
し
た
結

果
、
来
年
度
は
医
師
増
員
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

Q 

患
者
一
人
当
た
り
の
収
益
向
上
に
向

け
、
特
定
診
療
科
や
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
策

は
検
討
し
て
い
る
か
。

A 

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
レ
ー
ザ
ー
内

視
鏡
治
療
を
導
入
し
、
泌
尿
器
科
で
が
ん

治
療
体
制
の
整
備

を
検
討
す
る
。

Q 

病
院
の
改
革

の
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
や
最
適
な
経

営
形
態
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る

か
。

A 

「
西
尾
市
民
病

院
経
営
強
化
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
独
自
の
経
営
強
化
策
を

最
優
先
に
し
て
進
め
て
お
り
、
経
営
形
態

の
改
革
は
検
討
し
て
い
な
い
。
医
療
事
情

を
見
極
め
つ
つ
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

Q 

重
層
的
支
援
体
制
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A 

本
年
４
月
、
福
祉
課
に
７
人
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、９
月
に「
コ

ア
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
移
行
予
定
を

令
和
８
年
度
と
し
、
事
業
名
を
「
〜
す
べ

て
の
人
の
た
め
に
〜
つ
な
が
り
の
輪
支
え

あ
い
事
業
」
に
変
更
し
、
移
行
準
備
と
し

て
令
和
７
年
度
は
、
庁
内
連
携
や
多
機
関

協
働
の
モ
デ
ル
支
援
、
地
域
社
会
資
源
や

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
う
。

Q 

「
断
ら
な
い
相
談
支
援
窓
口
」
の
設
置

に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
か
。

A 

福
祉
課
の
生
活
困
窮
担
当
を
核
に
、

官
民
連
携
に
よ
る
「
断
ら
な
い
相
談
支
援

窓
口
」
を
令
和
８
年
度
に
開
設
・
運
営
す

る
計
画
で
あ
る
。 詳細は

スマホで
チェック!

産
廃
処
分
場
と
紛
争
予
防
条

例
は

西
尾
市
民
病
院
に
ふ
さ
わ
し

い
経
営
形
態
は

新
政
令
和

中
村　
直
行 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

重
層
的
支
援
体
制
へ
の
移
行

準
備
の
状
況
は

詳細は
スマホで
チェック!

日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

前
田　
修 

議
員

身
寄
り
な
き
人
の

終
活
支
援
を

（西尾市民病院）
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Q 

移
住
定
住
施
策
で
本
市
が
参
考
に
し

た
い
取
組
や
検
討
中
の
も
の
は
あ
る
か
。

A 

栃
木
県
栃
木
市
の
不
動
産
事
業
者
と

連
携
し
て
い
る
「
あ
っ
た
か
住
ま
い
る
バ

ン
ク
」
や
、
福
島
県
双
葉
郡
樽
葉
町
の
移

住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
支
援
を
一
元
化
し

た
情
報
発
信
は
、
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。

地
方
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
質

の
高
い
移
住
促
進
策
を
打
ち
出
し
て
い
け

る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

Q 

二
地
域
居
住
を
す
る
場
合
、
義
務
教

育
期
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
、
学
校
の

受
入
体
制
や
学
校
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
は
、
居
住
の

実
態
が
あ
れ
ば
住
民
登
録
の
な
い
自
治
体

へ
の
就
学
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
住

民
登
録
の
な
い
市
町
村
へ
就
学
を
希
望
す

る
場
合
、
保
護
者
が
そ
の
自
治
体
の
教
育

委
員
会
が
発
行
す
る
証
明
書
類
を
添
え
て

住
民
登
録
の
あ
る
自
治
体
の
教
育
委
員
会

に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q 

北
浜
川
水
系
二
の
沢
川
改
修
工
事
と

道
光
寺
川
の
浸
水
対
策
の
状
況
や
今
後
の

対
応
方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

管
理
者
の
県
に
よ
る
と
、
二
の
沢
川

宮
東
橋
下
流
は
令
和
８
年
度
末
を
完
了
目

標
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
は
宮
東
橋
上
流

の
上
町
雨
水
幹
線
取
付
け
ま
で
の
区
間
の

整
備
を
進
め
る
と
の
こ
と
。
道
光
寺
川
は

雨
水
管
理
総
合
計
画
の
中
で
浸
水
軽
減
対

策
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。

Q 

道
光
寺
地
域
で
緊
急
時
に
車
を
駐
車

で
き
る
避
難
所
は
整
っ
て
い
る
か
。

A 

西
尾
市
立
図
書
館
や
老
人
の
家
鶴
城
会

館
、
鶴
城

丘
高
校
、

伊
文
福
祉

会
館
な
ど

が
利
用
で

き
る
。

Q 

河
川
工
事
に
つ
い
て
相
談
窓
口
を
一

元
化
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
か
。

A 

詳
細
な
相
談
は
、
そ
の
場
で
完
了
さ

せ
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
一
元
化
は
考

え
て
い
な
い
。

Q A&一般質問

移
住
定
住
施
策
の
推
進
を

Q 

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
、
地
域

連
携
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
か
。

A 

令
和
４
年
８
月
か
ら
学
校
教
育
課
が

事
務
局
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
観

光
文
化
振
興
課
、
校
長
会
、
ス
ポ
ー
ツ
協

会
、
文
化
協
会
の
関
係
者
を
集
め
て
中
学

校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討
会

議
を
行
っ
て
き
た
。
中
学
校
部
活
動
の
地

域
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
、
５
年

度
か
ら
休
日
の
運
動
部
活
動
に
部
活
動
指

導
員
を
導
入
し
、６
年
度
か
ら
は
文
化
部
、

７
年
度
か
ら
は
平
日
の
部
活
動
で
も
部
活

動
指
導
員
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

Q 

小
学
校
の
部
活
動
が
廃
止
に
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
る
機
会
が
必
要
と
な
る
が
、
今
後

の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

西
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
る
。

Q 

行
政
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
促

進
活
動
な
ど
は
行
っ
て
い
る
か
。

A 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
で
あ
る

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
入
会
説
明
会
や

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
新
規
加
入
促
進
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
努
め
て
い
る
。

Q 

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
向
け
、
重

要
と
な
る
取
組
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

高
齢
者
が
孤
立
せ
ず
、
主
体
的
に
集

う
こ
と
の
で
き
る
多
様
な
居
場
所
の
情
報

を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

の
進
捗
は

新
し
い
風

中
根　
文
彦 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
の
急
激

な
減
少
に
つ
い
て

新
し
い
風

牧　
一
心 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

小
学
校
部
活
動
廃
止
に
よ
る

今
後
の
影
響
は

気
候
変
動
時
代
に
対
応
し
た

河
川
整
備
を

（伊文福祉会館）
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Q A&一般質問

Q 

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公·

蔦
屋
重
三

郎
（
以
下
、
蔦
重
）
は
、
出
版
物
を
扱
う

名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
江
戸
文
化
の

醸
成
に
貢
献
し
た
が
、
古
書
の
博
物
館
で

あ
る
岩
瀬
文
庫
と
の
関
連
性
は
。

A 

蔦
重
や
そ
の
周
辺
人
物
が
関
わ
っ
た

書
物
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。

Q 

蔦
重
の
周
辺
人
物
や
関
わ
っ
た
書
物

は
。

A 

滝
沢
馬
琴

は
長
編
小
説
の

原
型
「
高
尾
船

字
文
」
を
蔦
重

の
書
店
か
ら
出

版
。
絵
師·

葛

飾
北
斎
は
「
東

遊
」
で
蔦
重
の

店
頭
風
景
を
描
い
た
。
他
に
十
返
舎
一
九

や
喜
多
川
歌
麿
、
平
賀
源
内
等
、
当
時
大

人
気
の
作
家
等
の
作
品
を
多
く
出
版
し
、

い
ず
れ
も
岩
瀬
文
庫
で
所
蔵
し
て
い
る
。

Q 
閲
覧
に
あ
た
り
岩
瀬
文
庫
の
特
徴
は
。

A 

実
物
の
古
書
を
、
誰
で
も
予
約
な
し

で
、
直
接
手
に
取
り
閲
覧
で
き
る
。

Q 

岩
瀬
文
庫
が
大
河
ド
ラ
マ「
紀
行
コ
ー

ナ
ー
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
の
反
響
は
。

A 

所
蔵
す
る「
枕
草
子
」が「
光
る
君
へ
」

に
て
取
り
上
げ
ら
れ
、「
実
際
に
触
れ
た

い
」
と
閲
覧
者
が
約
４
倍
に
増
加
し
た
。

Q 

新
工
場
計
画
で
生
産
ラ
イ
ン
完
全
自

動
化
の
考
え
が
示
さ
れ
、
市
内
に
移
り
住

む
従
業
員
が
見
込
み
よ
り
増
え
な
い
可
能

性
が
あ
る
が
、
将
来
人
口
へ
の
影
響
は
。

A 

今
の
段
階
で
の
結
論
づ
け
は
難
し
い
。

Q 

上
横
須
賀
駅
東
ロ
ー
タ
リ
ー
計
画
に

つ
い
て
、
用
地
取
得
等
（
約
４
億
７
千
万

円
）
や
駐
輪
場
整
備
は
理
解
で
き
る
。
し

か
し
、
企
業
バ
ス
の
利
用
見
通
し
が
立
た

な
い
中
、
バ
ス
待
機
所
を
含
む
過
剰
な
整

備
（
約
２
億
２
千
万
円
）
を
推
し
進
め
る

こ
と
は
得
策
で
は
な
い
。
①
デ
ン
ソ
ー
の

動
向
判
明
ま
で
一
時
休
止
②
一
般
車
の
み

の
適
正
規
模
に
縮
小
か
つ
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
駅
周
辺
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な

げ
る
等
、
計
画
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

A 

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

詳細は
スマホで
チェック!

「
べ
ら
ぼ
う
」を
は
じ
め
と
す

る
大
河
ド
ラ
マ
を
活
か
し
た

岩
瀬
文
庫
の
Ｐ
Ｒ
を

資
質
向
上
を
め
ざ
す
無
所
属
の
会

杉
浦　
功
記 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
の
新
工

場
計
画
と
上
横
須
賀
地
区
の

開
発
等
に
つ
い
て

（青楼美人合姿鏡）

Q 

新
制
服
導
入
に
至
る
ま
で
の
経
過
と

今
後
の
プ
ロ
セ
ス
等
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
の
多
様
性
や
気
候
変

動
に
対
応
し
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
導

入
を
目
指
し
た
制
服
と
し
て
保
護
者
に
示

さ
れ
た
。
２
年
生
、
３
年
生
も
新
制
服
の

選
択
は
可
能
で
、
５
年
間
の
移
行
期
間
と

な
る
。
新
し
い
制
服
の
サ
ン
プ
ル
を
展
示

後
、
意
見
を
集
約

し
て
い
く
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
対
象
や

方
法
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
あ
る
。

制
服
に
関
わ
る
校

則
の
見
直
し
の
機

会
に
も
な
る
と
考

え
る
。

Q 

子
ど
も
家
庭
支
援
員
の
体
制
充
実
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A 

こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
に
よ
る
「
こ

ど
も
・
若
者
の
性
被
害
防
止
対
策
」
の
相

談
業
務
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

Q 

病
児
保
育
所
の
新
設
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

病
児
保
育
を
し
て
い
た
「
エ
ル
ザ
の

い
え
」
が
閉
所
す
る
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
で
医
療
機
関
な
ど
に
併
設·

近
接
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。
市
直
営
で
も
、
施
設

的
制
約
や
保
育
士
、
看
護
師
の
確
保
の
問

題
で
見
通
し
が
立
た
な
い
現
状
で
あ
る
。

Q 

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
の
減

免
制
度
の
申
請
状
況
と
周
知
方
法
は
。

A 

平
成
24
年
以
降
の
実
績
は
な
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
が
、
減

免
の
基
準
も
載
せ
る
な
ど
検
討
す
る
。

Q 

障
害
者
手
帳
取
得
の
診
断
書
費
用
な

ど
の
助
成
を
検
討
し
な
い
か
。

A 

公
費
で
負
担
す
る
理
由
の
見
い
だ
し

が
難
し
く
、
助
成
制
度
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
。

令
和
８
年
度
か
ら
導
入
予
定

の
中
学
校
の
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ

プ
の
新
制
服
は

詳細は
スマホで
チェック!

日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

牧
野　
次
郎 

議
員

医
療
制
度
に
つ
い
て

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

整
備
を
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Q 

平
成
28
年
に
再
開
発
事
務
所
を
撤
去

し
て
か
ら
も
、
利
用
計
画
が
な
い
状
況
な

の
は
な
ぜ
か
。

A 

西
尾
駅
西
広
場
整
備
事
業
で
Ａ
地
区

に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
と
ホ
テ
ル
の

建
設
が
始
ま
り
、
こ
れ
ら
施
設
の
駐
車
場

と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
検
討
も
な
さ
れ

て
き
た
が
、
具
体
的
な
利
用
計
画
に
至
っ

て
い
な
い
。

Q 

再
開
発
事
業
用
地
の
今
後
の
利
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
活
用
方
法
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
民
間
事
業

者
等
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の

提
案
も
活
用
し
、
民
間
事
業
者
へ
の
土
地

の
売
却
も
含
め
た
土
地
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

Q 

災
害
備
蓄
品
の
管
理
に
対
す
る
課
題

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

A 

備
蓄
品
の
保
管
場
所
や
数
量
が
膨
大

な
た
め
、
棚
卸
し
が
で
き
て
お
ら
ず
、

全
て
の
資
機
材
の
正
確
な
在
庫
を
把
握

で
き
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
入
替
え

作
業
は
担
当
職
員
を
中
心
に
危
機
管
理

課
職
員
４
〜
５
人

で
毎
年
２
週
間
程

度
か
け
て
行
っ
て

お
り
、
か
な
り
の

負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。

Q 

備
蓄
品
の
総
合
的
な
管
理
の
た
め
に

民
間
委
託
を
検
討
し
な
い
か
。

A 

棚
卸
し
や
入
替
え
作
業
、
デ
ー
タ
管

理
な
ど
を
正
確
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
先
進
的
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
の
取
組
状
況
な
ど
を

調
査
研
究
し
、
民
間
委
託
に
よ
る
作
業
効

率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
内
容
を
精
査
す
る

な
ど
検
討
し
て
い
く
。

Q 

令
和
５
年
と
６
年
度
の
物
品
購
入
の

一
部
の
一
般
競
争
入
札
を
調
べ
た
が
、
19

件
の
う
ち
１
者
見
積
り
が
14
件
も
あ
っ

た
。
競
争
性
を
持
た
せ
る
に
は
２
者
以
上

が
必
要
で
は
な
い
か
。

A 

参
考
見
積
り
で
１
者
が
多
い
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
９
月
議
会
で
の
指
摘
を

踏
ま
え
、
予
定
価
格
が
適
正
な
も
の
と
な

る
よ
う
10
月
１
日
付
で
参
考
見
積
書
は
原

則
、
複
数
者
か
ら
取
る
よ
う
通
知
し
た
。

Q 

市
内
業
者
だ
け
の
見
積
り
で
は
な
く
、

近
隣
市
や
県
内
な
ど
応
札
範
囲
を
拡
げ
た

場
合
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
か
ら
も
見
積
り

を
取
っ
て
、
応
札
者
を
増
や
す
努
力
を
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

A 

今
年
度
中
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q 

19
件
の
う
ち
応
札
が
１
者
だ
け
だ
っ

た
も
の
は
11
件
も
あ
り
、
２
者
以
上
の
応

札
は
８
件
に
と
ど
ま
る
。
１
者
応
札
は
や

り
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
１
者
応
札
が

多
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。

A 

や
り
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。
１
者

応
札
は
多
い
。
令
和
４
年
は
１
１
３
件
の

う
ち
35
件
で
31
％
、
令
和
５
年
は
１
１
８

件
の
う
ち
40
件
で
33
．
９
％
に
至
っ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

Q 

見
積
者
は
当
然
、
有
利
な
立
場
に
あ

る
。19
件
の
う
ち
見
積
者
の
落
札
は
13
件
、

し
か
も
見
積
者
が
１
者
応
札
で
落
札
し
た

の
は
８
件
も
あ
る
。
極
め
て
問
題
で
は
な

い
か
。こ
れ
ほ
ど
契
約
に
問
題
が
あ
る
中
、

内
容
や
状
況
の
精
査
が
必
要
だ
。公
平
性
、

公
正
性
を
図
る
べ
き
は
な
い
の
か
。

A 

複
数
者
の
応
札
に
な
る
よ
う
な
方
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

Q 
契
約
は
原
則
、
入
札
と
さ
れ
て
い
る

が
、
本
庁
舎
の
コ
ピ
ー
機
は
平
成
26
年
か

ら
ず
っ
と
１
年
ご
と
の
随
意
契
約
が
続
い

て
い
る
。
25
台
と
数
も
多
い
。
５
年
リ
ー

ス
で
一
般
競
争
入
札
に
す
れ
ば
安
価
に
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

A 

令
和
８
年
度

か
ら
５
年
程
度
の

リ
ー
ス
契
約
で
の

一
般
競
争
入
札
も

含
め
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

物
品
購
入
の
一
般
競
争
入
札

に
お
け
る
問
題
点

西
尾
駅
西
Ｂ
地
区
の

再
開
発
事
業
用
地
の

活
用
に
向
け
て

今
こ
そ
災
害
備
蓄
品
の

総
合
的
な
管
理
を

詳細は
スマホで
チェック!

資
質
向
上
を
め
ざ
す
無
所
属
の
会

鈴
木　
規
子 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

福
西　
章
人 

議
員

そ
の
他
の
質
問

・
児
童
ク
ラ
ブ
民
間
委
託
の
契
約
状
況

に
つ
い
て

市
役
所
本
庁
及
び
外
部
施
設

に
お
け
る
コ
ピ
ー
機
の
賃
貸

借
契
約
に
つ
い
て
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議会活動

11/９ 2024きらまつり
オープニングセレモニー

　西尾市や友好都市の産業・文化を楽しむ
「2024きらまつり」のオープニングセレモニー
に参加しました。きらまつりは、横須賀公園で２
日間にわたって多彩なイベントが催され、多くの
来場者で賑わっていました。

オープニングセレモニー

12/14 第 322回吉良義央公
毎歳忌法要

　赤穂浪士による夜襲で討たれた吉良上野介
義央公を偲ぶ第322 回毎歳忌墓前法要が吉良
町の華蔵寺で営まれ、議長始め多くの議員が参
列し、ご冥福をお祈りしました。

吉良義央公の墓前で手を合わせる議長（一番左）

10/31 議員研修会を開催

　「議員のコンプライアンス～ハラスメントの防
止を中心として～」をテーマとした議員研修会を
開催しました。
　講師に弁護士の太田雅幸氏をお招きし、ハラ
スメントや個人情報の保護について事例等を踏
まえて講演いただきました。高い倫理観をもっ
て議員活動を行っていきます。

11/5 新造船「第二はまかぜ」
竣工式

　佐久島と本土をつなぐ渡船である「第二はま
かぜ」の竣工式に参列しました。
　第二はまかぜは、船室をバリアフリー仕様と
し、多言語表示にも対応しており、船体には名古
屋芸術大学松岡徹教授によるイラストが描かれ
ています。ぜひ新しい船に乗って佐久島へお出
かけください。

議場で行われた議員研修会 佐久島東港で行われた餅投げ



10

行政視察は、西尾市政の抱える課題や今後取り組むべき施策について、先進地の事例や状況を実際に見聞して
調査し、西尾市政への反映を目指して実施しています。　　　　　　　　　　　　　　 ◎委員長　○副委員長

◎中村直行、〇磯部雅弘、筒井　登、稲垣一夫、
　永山英人、渡辺信行、福西章人、杉浦功記　

【日程】令和６年10月22日、23日、24日
【視察地・テーマ】
千葉県木更津市　市民参加型合意形成プラットフォー
　　　　　　　　ム「きさらづみなトーク」について
千葉県千葉市　　災害備蓄品の総合的な保守管理につ
　　　　　　　　いて　
神奈川県藤沢市  官民連携複合施設「藤-teria」につ
　　　　　　　　いて

【内容】
　木更津市では、市民の意見を政策に反映するため、
オンラインプラットフォーム「きさらづみなトーク」
を運用している。このシステムにより、地理的・時間
的制約がなく市民が意見を投稿し、行政と市民、市民
同士が意見交換を行う場が提供されていた。導入の背
景には、従来のパブリックコメント制度が市民参加の
面で十分に機能していなかった課題があり、各計画等
立案の初期段階から市民の多様な意見を取り入れるこ
とを目的としている。
　市民が気軽に利用できる反面、議論の深度を高める
には対面形式のワークショップとの併用が必要である
との課題も挙げられた。
　この取組は、住民参加型の政策形成を目指す上で、
本市にも応用可能なモデルといえる。
　千葉市では、災害備蓄品の管理業務を民間に委託し、
職員の業務負担を軽減するとともに、備蓄品の数量確
認や賞味期限チェック、動作確認、配置図作成などの
業務を効率的かつ正確に行っている。この取組は、災
害対応力の向上に寄与すると同時に、管理精度を高め
ている。
　さらに、備蓄品管理システムをデジタル化すること
で、迅速な情報共有や災害時の即応性を確保し、市民
の安全・安心を支える重要な施策として評価されてい
た。
　今後は、業務の引継ぎ体制や棚卸し頻度の見直しな
ど、さらなる効率化に向けた取組が求められていた。
また、備蓄品の配置場所の最適化や住民との情報共有

を強化することで、災害時における物資の供給スピー
ドをさらに向上させることが期待されている。
　本市も、これらの事例を参考に管理業務の効率化と
職員の業務負担軽減を図るべきと考える。

　藤沢市では、保育園の建て替えに伴い、官民連携の
複合施設「藤-teria」が整備された。この施設には子
育て支援や高齢者向け介護施設、地域のコミュニティ
スペース、小児科クリニック、フィットネスクラブな
どが集約され、多世代交流と地域のつながり強化を目
的としている。
　行政サービスの効率的提供に加え、民間事業者と連
携して地域ニーズに柔軟に応える仕組みが構築されて
いる。
　また、防災倉庫や災害対応機能を備え、日常と非常
時の双方で住民に貢献するモデル施設であり、運営で
は透明性向上や維持費適正化が課題とされていたが、
地域交流イベントや防災訓練を通じて住民の絆を深め
る場として機能している。
　こうした官民連携モデルは、公共施設の複合化によ
る財政負担軽減と住民サービス向上を両立し、地方自
治体が直面する課題解決の一つの方向性を示してい
る。
　本市でも参考になる点が多く、市民の声を反映した
効率的なサービスの展開が求められる。

企 画 総 務 委 員 会

常任委員会行政視察

千葉市役所での視察中の様子

藤 -teria
【民間施設と保育園周辺の公共施設等を集約した複合施設】

2025.2 にしお市議会だより
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常任委員会行政視察

◎中村眞一、〇小林孝幸、鈴木規子、牧野次郎、
　神谷雅章、本郷照代、藤井基夫

【日程】　令和６年10月23日、24日、25日
【視察地・テーマ】
香川県東かがわ市  東かがわ市温水プール「JOYFIT 
　　　　　　　　　HAPPY BASE」について
香川県坂出市　　　放課後児童クラブの運営について
岡山県倉敷市　　　倉敷市の観光振興プログラムにつ
　　　　　　　　　いて

【内容】
　東かがわ市では、平成29年に老朽化により旧プー
ル建て替えの検討が始まり、令和元年11月には、「東
かがわ市温水プール基本構想」が策定され、市内中央
付近に位置する学校跡地が候補地として最適と示され
た。翌年には「温水プールに関するサウンディング型
市場調査」を実施し、参加事業者８者による市場調査
を経て整備事業基本計画・プロポーザル方式による公
募の結果、株式会社ヤマウチが指定管理者に決定した。
事業方法の採用にあたって実施したサウンディング型
市場調査の効果が大きく、複数の事業者が興味を持っ
ていることが確認でき、円滑な事業実施の後押しとな
った。
　事業を円滑に進めるために関係者及び関連部署・機
関との協議・調整に時間を図り、良好な関係を構築す
ることに努めた。また、適切な事業費の算出のために、
施設整備費と維持管理運営費を分割して上限額を設定
することにより、ランニングコストの縮減を図った。
　本市においてもプール施設整備に大いに参考にした
い。

　坂出市においては、本市と同様に指導員等の確保に
苦慮するようになり、シルバー人材センターに臨時支
援員の派遣業務を委託するなど臨時的措置は講じてい
たものの、指導員不足解消には至らず、抜本的解決と
継続可能な運営体制を構築するとともに保育の質の充
実を図るため、民間委託の導入に至った。令和元年7
月から民間委託についての検討を始め、10月に事業
者募集、12月にプロポーザル方式により株式会社シ
ダックスに決定、令和２年４月より業務委託を開始し
た。直営の時の支援員の約８割程度が民間事業者へと
移行した。保護者からの連絡はＬＩＮＥなどのアプリ
でも可能とするなど利便性が図られている。最初の契
約期間が終了後、２期目のプロポーザルでは、株式会
社明日葉が委託事業者に決定、現在に至っている。本
市も令和７年４月からの民間移行が順調に進むことを
期待する。

　倉敷市は、有名な「美観地区」を中心とした観光地
として名を馳せている。幸いに戦火を免れ江戸時代か
ら今日まで景観が守られている。倉敷観光プログラム
第１期（平成28 ～令和２年度）では「ひとを惹きつ
けるまち・倉敷をめざして」と題し、倉敷ファンを獲
得し、リピーターを増やすことを主な目標とした。第
２期（令和３～７年度）では「稼ぐ力を引き出す取組
を推進し、持続可能な観光推進都市を創る」をテーマ
に夜型観光推進、広域観光の推進、誘致・プロモーシ
ョン活動の強化、受入環境の充実、外国人観光客の誘
致拡大などの施策が展開されている。豊かな観光資源
にあぐらをかくことなく持てる資源のさらなるブラッ
シュアップの方策の数々には見習う点が多々ある。

文 教 交 流 委 員 会

坂出市役所での視察中の様子

東かがわ市温水プールにて

2025.2 にしお市議会だより
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◎中根文彦、〇大塚久美子、鈴木正章、松崎隆治、
　青山　繁、黒辺一彦、佐々木映美

【日程】令和６年11月11日、12日、13日
【視察地・テーマ】
神奈川県逗子市　ごみ減量化・資源化の取組について
東京都江戸川区　ひきこもり支援について
静岡県静岡市　　民生委員、児童委員活動の環境整備
　　　　　　　　について

【内容】
　逗子市は、最終処分場の残容量がひっ迫したことに
より、ごみ減量の取組「ゼロ・ウェイストへの挑戦」
を実施し、「生ごみの自家処理促進」「資源物の拠点回
収」「不用品交換」「植木ごみをチップ化し堆肥に変換」
などを行っている。
　さらに「家庭ごみの処理の有料化と分別の細分化」
を行っており、市民のごみ減量、資源化への意識づけ
に成功して大きな成果をあげている。ごみ処理の有料
化を進めるために、市民への丁寧な説明（説明会165
回、6129人参加）を行ったことが大切と感じた。
　また、逗子市のように、家庭での「生ごみ処理容器」
などを使用した生ごみを可燃ごみとして出さない検討
も必要と考える。

　江戸川区では、ひきこもり支援連携会議、ひきこも
り支援協議会を設置。行政内にも令和２年度に「ひき
こもり施策担当係」が発足し、ひきこもり状態にある
人やその家族へのサポートを推進している。概要とし
ては、「江戸川区駄菓子屋居場所よりみち屋（指定管
理委託）」を設置し、ひきこもり状態の方が安心して
過ごすことのできるスペースや、懐かしの駄菓子を販
売する短時間の就労体験を通じて社会とのつながりと
自立を支援している。

　本市では、ひきこもり、ニートや不登校など様々な
悩みを抱える子ども・若者とその保護者などからの相
談を受け、修学、就職又は生活に係る包括的な支援を
ワンストップで行う西尾市子ども・若者総合相談セン
ター「コンパス」はあるが、江戸川区のように就労体
験ができる場も必要と感じた。
　また、江戸川区では、ひきこもり相談を待っている
のではなく、行政が「ひきこもり実態調査」を実施し、
実態把握を行っている。

〈江戸川区ひきこもり実態調査〉
調査体制：職員３名、派遣職員36名
調査期間：７カ月
調査費用：7400万円
ひきこもり当事者：7919人
不登校人数：1113人
ひきこもり支援者：64人
　静岡市では、令和４年度の民生委員・児童委員の充
足率が95. ７％と政令都市で３番目に高いが、一斉改
選ごとに低下している状況下で、「民生委員・児童委
員の活動環境の整備に関する検討会」を実施している。
地域社会のつながりの希薄化や課題の多様化により、
委員の負担が増加し、活動が多岐にわたるようになっ
たことに加え、生涯現役として働き続ける方が増える
中で担い手不足の進行や、住民が抱える課題の早期発
見及び専門機関へのつなぎという役割に、注力し難い
状態になっているとの分析もある。また、委員の募集
については、町内会長に候補者の選出依頼をしている
点は本市も同様であるが、チラシやパンフレットを作
成して仕事の内容を分かりやすく伝えている静岡市を
見習う必要がある。
　本市の民生委員・児童委員を取り巻く環境において
も静岡市を参考にして分析を行い、改善していく必要
があると感じた。

厚 生 環 境 委 員 会

江戸川区駄菓子屋「よりみち屋」

逗子市役所での視察中の様子

2025.2 にしお市議会だより

常任委員会行政視察
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◎松井晋一郎、○牧　一心、前田　修、大河内博之、
　犬飼勝博、中根志信、山本道代

【日程】令和６年11月12日、13日、14日
【視察地・テーマ】
岡山県　　　　井原鉄道のみなし上下分離方式について
岡山県赤磐市　公共施設跡地の都市計画について
大阪府吹田市　江坂公園の再整備について

【内容】
　岡山県の井原鉄道は、岡山県と広島県、沿線自治体
の７市町で設立した第三セクターの鉄道事業者であ
る。近年、利用者数が減少し、赤字補てん用の約20
億円の基金を想定より早く消費した。このため、鉄道
施設の修繕や更新等の「下」の部分にかかる費用を沿
線自治体などが負担する「みなし上下分離方式」を導
入して毎年の赤字を２億円前後まで縮小した。
　赤字経営で廃線が危惧される中、本市と蒲郡市で年
間２億5000万円の支援をしている名鉄西尾・蒲郡線
では、毎年約８億円の赤字を計上している。名鉄から
は、このままでは令和８年度以降の存続は困難との方
針も示されている。
　井原鉄道は、関係自治体でつくる第三セクター事業
者による運行のため、私鉄が運行している西尾・蒲郡
線とは形態が異なっており、すべてを参考にできない
面もあった。ただし、主な赤字となる経費の算出方法
などは学ぶ点も多くあり、生かしていくべきである。

　赤磐市は、市民病院の跡地に「あかいわハートフル
太陽」を整備した。今後、需要の拡大が予想される小
規模多機能型居宅介護事業所やサービス付き高齢者向
け住宅等を備える複合型介護福祉施設である。整備手
法の特徴は、設計者を決める前に指定管理者を選定し、
運営者側の意見を反映させ、より運営しやすい施設づ
くりをめざしたことである。

　この背景として、旧市民病院の廃院に住民の反発が
あり、地域医療を担うために市民病院の跡地に住民の
関心の高い当施設を整備することになった。指定管理
者には社会福祉法人などが選ばれ、設計には指定管理
者の提案が反映された。
　今後、本市において介護福祉施設を整備する場合、
ニーズに応える複合型の検討が必要であり、施設管理
者の意見が設計段階で反映できるような発注方法も検
討するべきである。

　吹田市では、「江坂公園」の魅力向上を目的に、官
民連携による再整備・管理運営を実施した。再整備に

「Park－PFI」、管理運営には「指定管理者制度」を活
用した。相乗効果を期待してPark－PFI事業者と指定
管理者を一括公募したことでコスト削減につながっ
た。
　再整備では、収益施設として新たにカフェ等の飲食
店、インクルーシブ遊具、公園に溶け込むトイレや休
憩所を整備した。併設の図書館改修では約１万冊を蔵
書し、閲覧スペースも広げた。その結果、公園利用者
数は1.5倍、図書館の来館者数は1.6倍、貸出冊数は
1.2倍に増えた。
　本市において、西尾駅東公園の再整備計画がある中、
収益施設の新設も含めて官民連携で目指すべき姿を設
定して進めていく必要性がある。

経 済 建 設 委 員 会

地図を使い井原鉄道の運行区間についての説明＝岡山県庁で

複合型介護福祉施設「あかいわハートフル太陽」の前で

江坂公園の再整備についての概要説明＝大阪府吹田市

2025.2 にしお市議会だより

常任委員会行政視察



142025.2 にしお市議会だより

審議結果

12月定例会に提出された陳情書02

補正予算

令和６年度西尾市一般会計補正予算（第７号）
令和６年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和６年度西尾市一般会計補正予算（第８号）
令和６年度西尾市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和６年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度西尾市下水道事業会計補正予算（第１号）

条例など

専決処分の承認について
西尾市中小企業振興基本条例の制定について
西尾市犯罪被害者等支援条例の制定について
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
西尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市立保育所設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市水道布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
工事請負契約の変更について
西尾市文化会館の指定管理者の指定について
西尾市総合体育館の指定管理者の指定について
西尾市善明市民運動広場の指定管理者の指定について
西尾市室市民運動広場の指定管理者の指定について
中原インターチェンジ高架下スポーツ施設の指定管理者の指定について
西尾市グラウンドゴルフ23の指定管理者の指定について
西尾市きららテニスコートの指定管理者の指定について
西尾市八ツ面ふれあいセンターの指定管理者の指定について
西尾市福地ふれあいセンターの指定管理者の指定について
西尾市米津ふれあいセンターの指定管理者の指定について
西尾市西野町ふれあいセンターの指定管理者の指定について
土地区画整理事業に伴う町の区域の設定について
西尾市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
西尾市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について

12月定例会で審議され可決された議案等01
★人権擁護委員に井上和香氏、中村　享氏、黒野嘉津也氏、水谷桂子氏、古﨑康夫氏、牧　正治氏、小澤玲子氏を任命する
ことに同意しました。

陳情書

「現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書」の提出を求める陳情書 不 採 択
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書 不 採 択
子育て支援など社会保障の施策拡充についての陳情書 不 採 択
社会保障の施策拡充についての陳情書 不 採 択
臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を防止するための法整備
等を求める意見書提出の陳情 議長預かり

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査（アンケート）実施の陳情書 不 採 択
ノーベル平和賞を受賞した被爆者の願いである、日本政府に核兵器禁止条約への調印・批准
を求める意見書提出を求める陳情書 不 採 択

予防接種健康被害救済制度の周知を求める陳情 採 択
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遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、令
和
８
年
以
降
の
名
鉄
西
尾・

蒲
郡
線
の
存
続
に
つ
い
て
、鉄
道
の
存
続

を
大
前
提
に
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
に

し
が
ま
線
は
、将
来
に
わ
た
り
住
み
た

い・住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、ま
た
通
勤・
通
学
に
お
い
て
も
身
近

な
交
通
手
段
で
あ
り
、今
後
も
存
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
普
段
乗
ら
な

い
方
も
、旅
行
に
行
か
れ
る
際
な
ど
、少

し
で
も
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
、乗
っ
て

応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、今
期
の
広
報
委
員
会
で
、見
や

す
い
議
会
だ
よ
り
に
向
け
て
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
身

近
で
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員

◎
青
山　
繁　
　

◯
前
田　
修

　
佐
々
木
映
美 

　
山
本　
道
代

 

中
村　
直
行 

中
根　
文
彦

 

中
根　
志
信 

大
塚
久
美
子

 

本
郷　
照
代 

神
谷　
雅
章

（
◎
委
員
長　
◯
副
委
員
長
）

※
一
般
質
問
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
質

問
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
も
と

に
作
成
し
て
い
ま
す
。

西
尾
市
議
会 

広
報
委
員
会

電　
話 

6
5
 - 

2
1
8
2

F
A
X 

5
4
 - 

0
3
1
1

編
集
室
No.157

審議結果

議案名
議
決
結
果

会派・議員名・表決態度
新政令和 新しい風 西尾みらい 自民隆盛会 共産党 公明党 資質向上をめざす

無所属の会 無所属
神
谷　
庄
二

鈴
木　
正
章

稲
垣　
一
夫

松
井
晋
一
郎

渡
辺　
信
行

本
郷　
照
代

青
山　
　
繁

中
村　
直
行

中
根　
志
信

中
根　
文
彦

小
林　
孝
幸

福
西　
章
人

牧　
　
一
心

磯
部　
雅
弘

藤
井　
基
夫

山
本　
道
代

永
山　
英
人

神
谷　
雅
章

松
崎　
隆
治

牧
野　
次
郎

前
田　
　
修

大
河
内
博
之

大
塚
久
美
子

鈴
木　
規
子

佐
々
木
映
美

杉
浦　
功
記

筒
井　
　
登

中
村　
眞
一

犬
飼　
勝
博

黒
辺　
一
彦

西尾市議会の議員の議員報酬、費用
弁償及び期末手当に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

可
決◯◯欠席◯◯◯◯◯◯◯◯◯×◯◯◯

※

◯◯××◯◯×××◯◯◯◯

西尾市特別職の職員で常勤のもの
の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

可
決◯◯欠席◯◯◯◯◯◯◯◯◯×◯◯◯ ◯◯××◯◯×××◯◯◯◯

西尾市職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について

可
決◯◯欠席◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ ◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯◯

令和６年度西尾市一般会計補正
予算（第８号）

可
決◯◯欠席◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ ◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯◯

令和６年度西尾市国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

可
決◯◯欠席◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ ◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯◯

令和６年度西尾市介護保険特別
会計補正予算（第３号）

可
決◯◯欠席◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ ◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯◯

令和６年度西尾市下水道事業会
計補正予算（第１号）

可
決◯◯欠席◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ ◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯◯

「現行の健康保険証とマイナ保
険証の両立を求める意見書」の
提出を求める陳情書

不
採
択
××欠席××××××××××××× ××◯◯××◯××××××

介護・福祉・医療など社会保障
の施策拡充についての陳情書

不
採
択
××欠席×××××◯××××××× ××◯◯×××××××××

子育て支援など社会保障の施策
拡充についての陳情書

不
採
択
××欠席×××××◯×××◯××× ××◯◯××◯◯◯××××

社会保障の施策拡充についての
陳情書

不
採
択
××欠席××××××××××××× ××◯◯×××××××××

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の
実態調査（アンケート）実施の
陳情書

不
採
択
××欠席×××××◯◯◯◯◯××× ×××××××◯××××◯

ノーベル平和賞を受賞した被爆者
の願いである、日本政府に核兵器
禁止条約への調印・批准を求める
意見書提出を求める陳情書

不
採
択
××欠席××××××××××××× ××◯◯××◯◯◯××××

議員の賛否の分かれた議案等03 12月定例会へ提出された議案のうち、賛否が分かれ
たものについて掲載します。

「◯」…賛成（採択）　「×」…反対（不採択）　「趣旨」…趣旨採択　「※」…議長のため採決に加わりません。
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表紙に掲載する写真を募集します
　「にしお市議会だより」は市民の皆さまにより身近に感じていた
だくため、表紙に掲載する写真を募集します。テーマは「あなたが
好きな西尾のこんなところ」です。撮影された方のお名前・作品
タイトルなどを裏表紙で紹介させていただきます。応募にかかる
詳細は、議会事務局（℡65-2182）にお問い合わせください。次
号は、あなたの写真が表紙を飾るかもしれません。ぜひご応募く
ださい。

議場見学をしませんか？

議 会 を 見 る
放送チャンネル
ケーブルテレビ「キャッチネットワーク」
地上デジタル　112ch

インターネットで議会を見てみよう
西尾市ホームページまたは
右記コードからアクセスで
きます。

議 会 を 聴 く

　町内会などの行事、ご家族、ご友人同士
でお誘いあわせの上、お気軽にお越しくだ
さい。詳しくは、議会事務局へお問い合わ
せください。

会議は通常 10時開会です。
※予定は変更になる場合があります。

議会運営
委 員 会

本 会 議本 会 議 本 会 議

本 会 議

振替休日

厚生環境
委 員 会
・分科会

文教交流
委 員 会
・分科会

経済建設
委 員 会
・分科会

本 会 議春分の日議会運営
委 員 会

予算決算
委 員 会

本 会 議

本 会 議
（予備日）

予算決算
委 員 会

企画総務
委 員 会
・分科会

日 時
 2月27日（木） 9時（2月21日施政方針演説）

 2月28日（金）10時（2月25日代表質問）

 3月  3日（月）10時（2月26日一般質問）

 3月  6日（木）10時（2月27日一般質問）

 3月10日（月）10時（2月21日施政方針演説（6市分））

 3月25日（火）10時（2月28日予備日分）

日 月 火 水 木 金 土
2/16 18　　　19　　　20　　　2117

17　　　18　　　19　　　20　　　21

22

23 25 26　　　27         28 3/1

2

10　　　11　　　12　　　13　　　14

3 4 5 6 7 8

9 15

16 22

24

　西尾市議会は、『開かれた議会』を目指し、議会を公開していま
す。傍聴をご希望の方は、議会開催日に議会事務局（６階）までお
越しください。
　・議場での傍聴………本会議
　・委員会室での傍聴…常任委員会、議会運営委員会、
　　　　　　　　　　 全員協議会、部会

※放送日時は変更になる場合があります。

天 　 皇
誕 生 日

次回３月定例会の予定

令
和

7年
2月

号
　

　
　

　
　

　
  　

N
o.157　

［
編

集
・
発

行
］西

尾
市

議
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〒
445-8501　

愛
知

県
西

尾
市

寄
住

町
下

田
22　

0563・
65・

2182（
直

通
）　

2025.2 にしお市議会だより

に
し
お
市
議
会
だ
よ
り

お知らせ

目が不自由な方などのために、音訳版・点
字版のにしお市議会だよりを作成し、お渡し
しています。希望者は市社会福祉協議会へお
問い合わせください。音訳版は市ホームペー
ジで公開しています。

音訳版・点字版のにしお市議会だより

申市社会福祉協議会
　（☎５６・５９００／総合福祉センター内）
問福祉課（☎６５・２１１３）


